
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （鹿児島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福岡県） 

補充問題  塾技 18 化合 

 
1 問題 

2 問題 



  

 

 

     

1 「塾技 18」の塾技解説より，鉄と硫黄の反応は発熱反応で，加熱をやめても自分自身が発生した熱

で反応が次々と進む。これに対し，炭酸水素ナトリウムの分解や酸化銀の分解は吸熱反応といい，

加熱を続けなければ反応が進まない。 

 発熱反応 

 

2 鉄と硫黄の化学反応式は，Fe + S → FeSで，鉄原子と硫黄原子が 1個ずつ結びついて硫化鉄が 1個

できる。A には，鉄原子が 7 個と，硫黄原子が 3 個あるので，硫化鉄が 3 個でき，4 個の鉄原子が

余ることになる。 

 

 

 

3 「塾技 18  」（1）より，未反応の鉄と塩酸が反応すると水素が，化合により生じた硫化鉄と塩酸が

反応すると硫化水素が，それぞれ発生する。 

 水素，硫化水素 

 

4 図 2 より，鉄と化合する硫黄の質量比は，鉄 7.00g に対して硫黄 4.00g，すなわち，7：4 とわかる。

硫黄 3.00gと過不足なく反応する鉄の質量を xgとすると，x：3.00 = 7：4より，x = 5.25〔g〕となる

ので，鉄が，12.25－5.25 = 7.00〔g〕残ることになる。 

 7.00g 

 

     

（1）A が冷えた後，A・B 内の物質に磁石を近づけると B 内の物質だけが磁石に引きつけられたこと

から，A には鉄粉がなく，鉄粉と硫黄が化合し，硫化鉄ができたことがわかる。硫化鉄をうすい

塩酸に入れると，卵のくさったようなにおいのする有毒な気体である硫化水素が発生する。その

ため，実験室の換気をよくしなければならない。 

 物質の名称：硫化水素 

 注意すること：（実験室の）換気をよくする。 

 

（2）2 種類以上の物質が結びついて別の物質ができる化学変化を，化合という。銅を加熱すると酸化

銅ができる反応も化合である。これに対し，酸化銀や炭酸水素ナトリウムを加熱したときに起こ

る変化は，分解という。なお，水を加熱したときに起こる変化は化学変化ではなく，状態変化で

ある。 

 X：化合，Y： 1 

塾技 18  補充問題 解答・解説 
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